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♯
安
倍
内
閣
は
即
刻
退
陣
せ
よ
！

新
宿
駅
西
口
で
「
安
倍
即
刻
退
陣
」
緊
急
街
宣

ょ
う
」
。
本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

村
上
理
恵
子
さ
ん
「
４
６
６
億
円

以
上
も
か
け
た
不
人
気
な
ア
ベ
ノ

マ
ス
ク
、
そ
ん
な
の
い
ら
な
い
。

生
活
と
雇
用
を
守
る
補
償
を
す
べ

き
」
と
訴
え
た
。
最
後
は
、
二
瓶

久
勝
共
同
代
表
か
ら
「
６
月
14

日
に
も
う
一
度
こ
の
場
を
借
り

て
訴
え
ま
す
。
安
倍
政
権
の
即

刻
退
陣
を
労
働
者
と
市
民
の
力

で
実
現
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
締

め
く
く
り
閉
会
し
た
。
参
加
者

は

人
だ
っ
た
。

35

５
月

,

日
、

時
か
ら
新
宿
駅
西
口
で
、「
コ
ロ
ナ
問
題
の
責
任
を
と

15

16

り
、
安
倍
内
閣
は
即
刻
退
陣
せ
よ
！
緊
急
街
宣
行
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、
横
断
幕
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
労
働
者
・
市
民
に
訴
え
た
。
主

催
は
、
壊
憲

！

条
改
悪
反
対
連
絡
会
議
。

NO

96

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
言
う

べ
き
こ
と
は
言
お
う
」
と
開
い

た
緊
急
集
会
だ
と
司
会
者
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
二
瓶
久
勝
共
同

代
表
が
立
っ
た
。
「
昨
日
の
安

倍
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
の

は
、
経
済
優
先
を
徹
底
し
て
い

た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
や
ら
な
い
。

・
５
度
で
４
日
間
の
自
宅
待

37機
は
嘘
で
反
省
も
な
い
。
こ
ん

な
政
権
は
倒
さ
な
い
と
い
け
な

い
」。長

南
博
邦
新
社
会
党
書
記
長

「
安
倍
内
閣
を
倒
さ
な
け
れ
ば

暮
ら
し
と
雇
用
は
守
れ
な
い
。

私
た
ち
は
国
会
周
辺
で
、
駅
頭

で
安
倍
首
相
の
ウ
ソ
を
暴
き
、

安
倍
首
相
の
即
刻
退
陣
を
訴
え

て
い
ま
す
。
労
働
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
政
治
に
変
え
ま
し

ょ
う
！
」
。
指
宿
昭
一
弁
護
士

「
外
国
人
労
働
者
が
コ
ロ
ナ
禍

で
解
雇
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
技
能
実
習
生
、
日
系
労
働

者
は
生
死
を
さ
ま
よ
う
実
態
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
外
国
人

労
働
者
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し

♯検察庁改正法含む国家公務員法案

今国会の成立を見送りに
継続審議はヤメロ！

検察庁改正法は即刻廃案！

企
業
で
働
く
労
働
者
に
支
払

っ
た
休
業
手
当
の
一
部
を
助
成

す
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請

手
続
き
が
、
少
し
簡
素
化
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
は
５
月

日
か
ら

20

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
手
続
き

を
始
め
る
。

「
雇
用
調
整
助
成
金
」
は
、

企
業
が
労
働
者
を
解
雇
せ
ず
に

雇
用
を
維
持
し
、
休
業
手
当
を

支
払
っ
た
場
合
に
国
が
手
当
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
。
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
助

成
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
制
度

拡
充
を
野
党
が
求
め
て
い
た
。

助
成
金
を
申
請
す
る
に
は
こ

れ
ま
で
、
煩
雑
な
書
類
を
労
働

局
の
窓
口
に
持
参
す
る
か
郵
送

雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
が
少
し
改
善

日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
可
能
に

20

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

日
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省

20
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
専
用
の

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
申
請
に
膨
大

で
、
煩
雑
な
書
類
を
減
ら
す
な

ど
簡
素
化
も
す
る
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
、
制
度

拡
充
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
年

２
月

日
。
５
月

日
ま
で
に

14

18

申
請
し
た
の
は
２
万
４
７
９
７

件
。
支
給
決
定
さ
れ
た
の
は
１

万
２
２
０
１
件
の
少
な
さ
で
、

緊
急
性
に
全
く
対
応
し
て
い
な

い
。厚

生
労
働
省
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
企
業
に
制

度
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
休
業
補
償
を
取
り
組
ま
な

い
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
多
い
の
が

現
状
に
あ
る
。

助
成
金
の
上
限
額
（
８
３
３

０
円
↓
１
万
５
０
０
０
円
）
の

引
き
上
げ
も
、
緊
急
な
課
題
に

あ
る
。



成
長
は
２
四
半
期
連
続
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
直
撃
し
、
個
人
消
費
や
輸
出

が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
２

四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長

は
国
際
的
に
「
テ
ク
ニ
カ
ル
・

リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）
」

と
み
な
さ
れ
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
年
３
・
４
％
減

１
～
３
月
期

落
ち
込
み
が
労
働
者
に
直
撃
す
る

「
検
察
庁
法
改
正
案
」
に
抗

議
す
る
民
の
声
、
一
千
万
人
の

う
ね
り
と
な
っ
て
、
安
倍
内
閣

が
強
行
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

た
「
検
察
庁
法
改
正
案
を
含
む

国
家
公
務
員
法
改
正
」
を
今
国

会
で
の
成
立
を
阻
止
し
た
。

し
か
し
、
継
続
審
議
で
あ
り

ホ
ッ
と
で
き
な
い
。
再
び
秋
の

臨
時
国
会
に
持
ち
出
す
構
え
で

い
る
「
権
力
の
私
物
化
を
許
さ

な
い
」
た
め
に
も
検
察
庁
法
を

廃
案
に
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

日
の
朝
日
新
聞
調
査
は
、

18「
検
察
庁
法
改
正
『
反
対
』

％
、
内
閣
支
持
率

％
」
。

64

33

５
月

日

時
、
衆
院
第

19

18

２
議
員
会
館
前
で
、
「
検
察
庁

法
改
定
反
対!

権
力
私
物
化
許

さ
な
い
！
安
倍
政
権
退
陣
！

５
・

緊
急
国
会
議
員
会
館

19

前
行
動
」
が
、
「
９
条
許
す
な

実
行
委
員
会
ほ
か
市
民
有
志
」

の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

司
会
に
立
っ
た
菱
山
南
帆

子
さ
ん
「
み
ん
な
の
思
い
を

込
め
て
緊
急
行
動
を
開
き
ま

し
た
。
継
続
審
議
で
な
く
法

案
の
廃
案
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
」
と
開
会
し
た
。

主
催
者
代
表
の
高
田
健
さ

ん
「
コ
ロ
ナ
で
行
動
が
や
り

づ
ら
い
と
き
で
あ
る
が
、
諦

め
て
は
い
け
な
い
。
検
察
庁

法
改
正
案
が
今
国
会
で
成
立

し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
廃

案
に
な
っ
た
訳
で
な
い
。
安

倍
の
野
望
を
打
ち
砕
く
た
め

に
さ
ら
な
る
頑
張
り
を
見
せ

ま
し
ょ
う
」
。
藤
野
や
す
ふ
み

衆
議
院
議
員(

共
産)

「
日
本

の
民
主
主
義
の
底
力
で
法
改

正
の
成
立
を
阻
ん
だ
。
よ
り

♯
検
察
法
改
正
案
は
廃
案
に

安
倍
首
相
の
野
望
を
打
ち
砕
く

日
行
動

19

と
述
べ
た
。

年
４
～
６
月
期

20

は
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
た
影
響
で
更
に
落
ち
込
む

の
は
確
実
で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
直
後
の

年
１
～
３
月

09

期
（
年

・
８
％
減
）
以
来
の

17

幅
に
な
る
見
通
し
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個

人
消
費
は
２
四
半
期
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
で
、
前
期
比
０
・
７
％

減
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防

対
策
で
外
出
の
控
え
も
あ
り
、

外
食
や
宿
泊
の
ほ
か
、
航
空
や

鉄
道
と
い
っ
た
旅
客
輸
送
の
落

ち
込
み
が
目
立
っ
た
。

輸
出
は
６
・
０
％
減
と
大
き

く
落
ち
ん
だ
。
半
導
体
製
造
装

置
な
ど
生
産
用
機
械
が
減
少
し
、

輸
出
と
み
な
さ
れ
る
訪
日
外
国

人
旅
行
者
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

の
消
費
急
減
も
響
い
た
。
住
宅

投
資
は
４
・
５
％
減
、
設
備
投

資
も
０
・
５
％
減
と
低
調
。

物
価
変
動
の
影
響
を
反
映
し
、

生
活
実
感
に
近
い
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
前
期
比
０
・
８
％
減
、
年
率

換
算
で
３
・
１
％
減
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
く
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

落
ち
込
み
は
、
労
働
者
に
直
撃

す
る
。
資
本
は
、
４
６
３
兆
円

も
の
内
部
留
保
に
手
を
つ
け
ず
、

労
働
者
の
リ
ス
ト
ラ
に
励
む
。

中
小
・
零
細
企
業
は
、
い
と
も

簡
単
に
倒
産
を
宣
言
し
て
労
働

者
を
路
頭
に
放
り
出
す
。
政
治

に
よ
る
生
活
補
償
を
確
立
さ
せ

な
い
と
打
撃
は
広
が
る
。

良
い
社
会
を
作
る
た
め
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」。

「
１
０
０
０
万
人
の
力
が
民

主
主
義
を
守
っ
た
。
コ
ロ
ナ
よ

り
安
倍
が
怖
い
と
多
く
の
国
民

が
思
っ
て
い
る
。
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」（
武
田
妙

法
寺
上
人
）。

「
安
倍
政
権
は
法
改
正
を
諦

め
た
訳
で
な
い
。
野
党
の
結
束

と
市
民
の
力
で
黒
川
の
定
年
延

長
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
」（
憲
法

会
議
・
高
橋
さ
ん
）。

「
安
倍
は
退
陣
し
て
も
ら
う
。

こ
れ
以
上
日
本
を
壊
し
て
も
ら

い
た
く
な
い
。
み
ん
な
の
力
で

安
心
社
会
と
雇
用
を
守
り
ま
し

ょ
う
」
柚
木
全
労
協
幹
事
。

困
難
な
状
況
下
で
あ
っ
た
が

６
０
０
人
が
参
加
し
た
。
集
会

は
「
検
察
庁
法
改
正
案
の
継
続

審
議
は
ダ
メ
。
絶
対
に
廃
案
に

し
よ
う
」
と
強
く
訴
え
閉
会
し

た
。

内
閣
府
が

日
発
表
し
た

18

20

年
１
～
３
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
済
み
）

速
報
値
は
、
物
価
変
動
の
影
響

を
除
い
た
実
質
で
前
期
比
０
・

９
％
減
、
こ
の
成
長
が
１
年
続

い
た
場
合
の
年
率
換
算
で
３
・

４
％
減
と
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス

年
７
・
３

％
減
と
な
っ

た

～

月

10

12

期
か
ら
続
け

て
の
減
少
。

西
村
経
済

財
政
担
当
相

は
「
当
面
、

経
済
は
相
当

程
度
落
ち
込

む
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
」


